
仕様

メリット

〇洗剤成分が残りにくく、後処理が簡単（ノンリンスタイプ）

用途 カーペットの洗浄と消臭

〇中性でカーペット繊維にやさしい

〇カーペットに付着したシミ汚れと悪臭成分をバクテリアが強力分解

外観、香り　 透明液体、微香（シトラスの香り）

成分、液性 成分／バクテリア、界面活性剤　液性／中性

4L 4

ステインアウェイ

500ml 12

1L 12

他社品との違い 他社品（一例） ステインアウェイ

〇洗浄成分がカーペットに残留しやすい 〇ノンリンスタイプで後処理が楽

〇バクテリア主成分の中性タイプでカーペットにやさしい〇カーペットの色落ちが心配

商品写真

〇落ちにくい汚れがある 〇繊維の奥まで浸透し汚れを分解

容量 入数

4560 204 26014 4

カーペット用クリーナー　ステインアウェイ

JANコード QRコード

4560 204 26013 7

4560 204 26046 5

ビルメンテナンス会社、清掃会社、飲食店、宿泊施設、介護施設、公共施設など	提案先

使用方法

商品名

ステインアウェイはカーペットに付着したコーヒー、紅茶ソース、醤油、血液、嘔吐物、ペットのオシッコなどのシミをバイオの力で強力に落とすカーペットシミ取り剤

です。

ステインアウェイの主成分であるバクテリアにとってカーペットのシミ汚れ（有機物）は餌となります。バクテリアは餌を求めて繊維の奥まで入り込みシミの汚れや悪臭

を元から分解します。ビルメンテナンス会社様、清掃会社様、飲食店様だけでなく、一般のご家庭でご使用頂けます。

汚れた部分にスプレーし、吸水性の良いタオル等で叩くようにシミを除去します。

① シミ汚れの部分にスプレーする。

② ブラシにタオルを巻き、上から軽く叩きシミを除去

③ ブラシで起毛し、仕上げ
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内容成分

使用上の注意事項

・縮みの激しい天然素材などには使用できません。・繊維によりまれに一部色落ちする場合がありますので、必ず目立たないところで試してからご使用ください。・カーペット繊維自体の

変色、日焼け、焦げ跡などには効果がありません。・化学薬品による汚れ、繊維を染色してしまっているシミ、固形化しているシミなどは落ちない場合があります。・部分的に使用した箇

所の汚れが取れることにより、周囲（未使用部分）との境目ができ目立つことがあります。その場合は固く水を絞ったタオルで境目をぼかすように仕上げてください。

ステインアウェイはこんな方におすすめです

◼ 効率的に作業したい

→ブラシが届かないカーペットの根元までバクテリアが浸透し汚れを元から分解します。作業後カーペットが乾くまでの間、汚れの分解作用、消臭効果が長続きします。

◼ 作業者のために安全な洗剤を使いたい

→塩素や過酸化水素使わない中性タイプで作業者や環境にやさしく安心してお使いいただけます。

◼ シミ汚れから発生する臭いも消臭したい

→飲みこぼし、嘔吐物、汚物の汚れから発生するニオイもバクテリアが分解消臭します。

ステインアウェイ Q&A

Q 従来のカーペットのクリーナーとどう違うのですか？

A 従来のクリーナーは、汚れを落とす化学洗剤です。ステインアウェイは新しくアメリカで開発されたバイオ製品で、カーペットのシミや臭いをバクテリア（微生物）に分解させて元から

処理するものです。

Q カーペットシャンプーでカーペットを洗浄するときの前処理剤として使えますか？

A カーペットシャンプーで全面洗浄をする前にステインアウェイをシミの部分にたっぷりスプレーした後、全体洗浄をして下さい。仕上がりがより美しくなります。

Q カーペット以外でも使えますか？

A 繊維専用になっておりますが、使用できないものもあります。

※使用できないもの・・・ネクタイや洋服（素材により使用可能）、着物類、装飾品、その他レーヨン及び絹など、水でも色落ちする素材等

※どの素材も一度目立たないところで事前にテストしてからご使用してください。

Q 手についても大丈夫ですか？

A 手に優しい製品ですが、念のためゴム手袋をはめてご使用下さい。

〇バクテリア

バクテリアは別名微生物とも呼ばれ、大きさは約1,000分の1ミリ（1マイクロメートル）の小さな生き物です。（人の毛髪の太さ

（約0,1mm）のさらに100分の1の大きさ）・バクテリアは商品ボトルの中では、芽胞（殻）を形成し、休眠状態で保存されていま

すが、水や栄養源（汚れ）に触れることにより目を覚まし活性します。例えれば、植物の種を土（栄養源）に植え、水をかける

と殻を破り発芽するイメージです。・バクテリアは私たち人間が排出した汚れ（有機物）を栄養源として体内に取り込み、水と

二酸化炭素に変えていきます。栄養源を得たバクテリアは15～20分後に一度細胞分裂を繰り返します。・バクテリアには酸素が

ないと活性しないタイプ（好気性）や酸素がなくても活性できるタイプ（嫌気性）が存在しますが、弊社のバクテリアは好気性

及び通性嫌気性です。・バクテリアも生き物ですので、極度の低温、高温では活性しません。約５℃～60℃までが活性範囲です。

〇界面活性剤

非イオン系の界面活性剤を微量に配合しています。界面活性剤の働きで有機物が変化し、バクテリアがより早く消化できるというメリットがあります。


